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資料 1 

第 1 回石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会 主な意見 
 

内容 

行政として、市内にある歴史的な資料を十分調査できる体制を整え、浜

田に伝わる石見神楽がどういう歴史をたどってきたのかということを調査

し、それについて文化財行政的な適切な措置、散逸を防ぐ対策をとってい

く必要がある。また、調査した情報を行政だけで持っておくのではなく、

広く市民、観光客等に対して発信をしていく必要がある。 

拠点については、石見神楽のことだけでなく、浜田の歴史文化が広く知

れる、石見神楽に関心がない人など広く市民の方に開かれるような拠点で

あることが望ましい。そういう意味では以前から話のある、郷土資料館と

合わせることが良いのではないか。 

施設としては、何度も訪れたくなることが必要。企画展示や、石見神楽

を深く知ることのできる講演会、講座のようなものがあると良い。また、

面の絵付け体験、採物を作る体験など、ワークショップや体験型のプログ

ラムを作り資料館・博物館に訪れるハードルを下げることができればよい。 

行政としてやるべきことの 1 つは保存。資料が散逸する前に所在の確認

調査を行い、それを施設で保管する機能、役割が必要。また、そういった

文化財は市民共有の財産であるため、市民と共有することが重要。 

 市民一人ひとりが、拠点をとおして、石見神楽を通じた地域社会のこと

を学習することにより、地域の誇りを持つことに繋がる。それがまちづく

り大きな推進力になっていくことを期待したい。 

石見神楽のものづくりをはじめとする浜田市で培われてきた様々な石見

神楽文化を、市民をはじめ多くの人に学んでもらえ、後世に間違いなく継

承する場であるということが重要。 

舞、ものづくり、歴史などの石見神楽の文化について、分散して扱うよ

うな拠点の場ではあってはならない。 

今後 50 年、100 年先を考えると、現在の浜田市が誇る 50 以上の神楽団

体が残っているかと考えたとき、おそらく残っていない。そうなったとき

に、地域から寄贈を受けた神楽用具などを売るとか、捨ててしまうという

ことは、石見神楽の地域として余りにも悲しいことである。そういうもの

を収蔵し、活用が終わったときには地域へ返してあげるような機能があれ

ば良い。また、石見神楽に関する調査を行うに当たっても、収蔵施設がな

ければ、調べてどうするのかと感じる。 

浜田における石見神楽は、伝統芸能であるとともに、大切な観光資源で

あることも事実である。 
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 石見神楽を創り出したまちとして、拠点については独立特化したものが

望ましい。また、郷土資料館との複合化というような意見もあるが、郷土

資料館よりも浜田城資料館の方が親和性はあると感じる 

 浜田のプライドをかけて、神楽関係者だけでなく、まずは地元の人、石

見神楽に興味がなかった人でも足を運んでくれるような場を目指すべき。 

 昔は、週末に買い物に出たりすると、どこからかお囃子が聞こえてきて、

行ってみると石見神楽をしていて、多くの人が集まっていた。また、最近

少なくなった土曜夜市も、必ず石見神楽とセットであったため、拠点につ

いてはそのような場となってほしい。 

 石見神楽の変遷してきた流れを記録として残すということが重要。 

 石見神楽は舞い手や楽人だけでなく、裏方の人もいないといけない。そ

ういうことを知ってもらうのが拠点として大事である。 

 神楽上演のスケジュールを調整する役割を担ってほしい。 

 ＳＮＳを使って社中員の募集をしているが、中々情報発信がうまくでき

ていないと感じている。拠点で石見神楽団体の紹介をすることにより、少

しでも興味を持ってもらえると良い。 

 衣裳を入れる箱など、用具の保管に広い面積を使っている。そういった用

具を拠点で管理し、風通しを行うなど、現状維持できる状況にしてもらって、

それについては展示をしても良いことにするような関係性が理想である。 

 石見神楽の存在は知っているが、敷居が高いと感じている人、見ても分

からないと感じている人などが多くいる。この拠点ができることによって、

そういう人を取り込めたら良い。 

 拠点については、ワクワクするものが必要である。自分たちが子どもの

ときは祭りに行くと、石見神楽も縁日も行っており、子どもにとってパラ

ダイスな状況で育ってきた。今の子どもたちにもそれを体験させたい。ま

た、それを連れてくる保護者が、石見神楽の面白さを再認識できれば良い。 

 石見神楽を舞う側の立場からすると、可能であれば雨が当たらないなど

荷物が入れやすくて、シャワールームがあれば良い。そういう拠点であれ

ば、舞い手としてもやる気が上がる。 

 例えば東京公演をホールで行って、それを観たお客さんが浜田に石見神

楽を観に来たときには、やはり舞殿で観てもらうべき。舞殿は夜通し舞が

できるよう完全防音の設備とし、舞台も舞殿から大蛇 8 頭が出ることがで

きるようなステージへ転換できるような完全に石見神楽に特化した建物に

してほしい。 

 浜田の石見神楽団体全部の用具を受け入ることができるような収蔵庫を

つくってほしい。 
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 内容やストーリーの説明が必要。最初に物語の説明があることもあるが

始まると、どういう展開、状況なのか全く分からないことがあり、面白く

ない思う時がある。口上の現代語訳や漫画など色々な工夫ができるのでは

ないか。また、石見神楽に関する豆知識みたいなものを知れることができ

ると良い。 

 収蔵するだけでなく、バックヤード見学や体験型という形で収蔵した衣

裳を着ることができるような施設であれば面白い。 

 収蔵した衣裳などを、衣裳が足りていない団体に貸し出しすることがで

きたら双方に利益がある。 

地域に根差した博物館機能を考えいくのか、それとも、博物館機能の中

でも、観光的なところに比重を置いていくのかの視点を考える必要がある。 

子どもたちが石見神楽に引き込まれる入り口は、格好の良さと気品の高

さである。それを展示なり活用なりで上手く見せていく必要がある。 

 拠点においては、コーディネーター、学芸員があってこそ、全てが生き

てくる。ハブ機能的に石見神楽団体、市民、専門家をつなぐのが、コーデ

ィネーター、学芸員の大きな仕事である。 

石見神楽団体や、神楽産業の未来を守ることが絶対的なミッションであ

る。そのための、この拠点が持つ効果をきちんと数値化するために、そこ

を担う組織を検討する必要がある。また、指定管理するにしても、どこで

も運営できるわけでなく、ある程度専門性を持った人が入ることが必要。  

 拠点の候補地を示した方が検討する上でイメージがしやすいのではない

か。 

 石見神楽について、とても魅力的な文化と思っているが、これまで知る

機会がなかったので、その勉強がでればより魅力的なものになる。また、

石見神楽を通して、神楽関連産業の歴史や石見神楽を含めた暮らしや歴史

などの浜田市のことをもっと知れるような施設となれば良い。 

 石見神楽に関する資料が確実に健全な状態で、将来にわたり保存できる

ことが重要。健全な状態であるからこそ、活用できる。 

 展示については、全国から見た石見神楽の位置付けがわかるような展示

とするべき。石見神楽は一地方のローカルな芸能であるが、明治以降はロ

ーカルでありながら、広く影響を持つグローバルな存在になっている。そ

のようなことを含めて、幅広い視点での展示としてほしい。 

 

 


